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現在、規模や目的を問わず、あらゆる領域において企業にはデータが不可欠
です。企業は戦略的に、業界、事業、顧客に関するデータに基づいたインサイ
トを活用し、競争力の維持、パフォーマンスの改善、優れたユーザーエクスペ
リエンスの実現に取り組んでいます。オートメーションが進み、人工知能（AI）
への信頼が高まる中、医療、運輸、航空、建設、銀行などの産業では人々の健
康と安全を確保するためにリアルタイムのデータ分析が必須になりつつありま
す。

IDCの予測によると、2025年には世界中で175ゼタバイト（ZB）のデータが生
成されるようになり、2016年のデータ生成量の10倍に達するとのことです。1

世界経済にはデータが不可欠であるという視点から、データシェアリングの必
要性と重要性が高まっています。企業は、社内でのデータシェアリングだけで
なく、パートナー、ベンダー、サプライヤー、顧客との企業間のデータシェアリ
ングを行えるようにし、データサイロを解消して迅速にインサイトを獲得した
いと考えています。データシェアリングを、データを収益化する機会ととらえて

データシェアリングの力

いる企業もあれば、より多くのソースからデータを収集して利用し、分析を強
化することを目指している企業もあります。 

残念ながら、従来の方法に依存している企業にとっては、データシェアリング
は大きな課題です。スプレッドシートのメール送信や、FTPやETLなどのバッチ
プロセスを伴うデータシェアリングでは、必ずコピーされたデータの鮮度が低
下し、貴重な時間、お金、リソースが失われることになります。 

データを重視する企業は現在、データをコピーしたり移動したりする必要がな
く、データを転送せずに利用できる、より良いデータシェアリング方法を求め
ています。
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安全なデータシェアリングによって
すべてが変わる
多くの企業は、社内の部門間や社外のパートナー、
ベンダー、サプライヤー、顧客とのファイルの共有
に苦労しています。多くの場合、スプレッドシートの
メール送信や、データの抽出、複製、移動、再読み込
みを必要とするバッチプロセスといった、手作業によ
る方法が用いられています。 

このような従来のデータシェアリング方法は、スケーラビ
リティとセキュリティが不十分であることが知られており、
エラーが起こりやすくコストのかかるプロセスにデータ
チームの時間が費やされてしまいます。最悪なのは、膨大
な時間とリソースを投じてデータを利用できるようにした
後に、データの鮮度が低下することです。基本的なクラウ
ドストレージサービスを利用しようとすると、それ相応に
効率が悪く、データに対して直接クエリを実行する機能が
ないことがすぐに分かります。 

しかし、幸いなことに、Snowflakeのデータクラウドなど
の現代的なプラットフォームは、当たり前のようにデータ
シェアリング機能を備えています。Snowflakeのアーキテ
クチャは、コンピューティング、ストレージ、サービスを分
離することにより、無限の拡張性と同時実行性をもたらし
ます。Snowflakeは安全なデータシェアリングを実現する
ために、このアーキテクチャによって以下の2つのプロセス
を排除します。 

•	 データの複製

•	 データの移動

その代わりとして、Snowflakeの安全なデータシェアリン
グ機能は、データへのアクセスに注力したものとなってい
ます。ライブデータが常に元の場所から共有され、アクセ
スを許可された人は管理された安全な方法で簡単にデー
タを参照できます。 

重要なのは、データが移動しないことです。データの複製
や転送が発生しないため、1つのバージョンのデータのみ
が存在し、常に最新のデータが一元管理されます。特定
のデータベース、テーブル、行へのアクセスなど、データへ
のアクセスを細かいレベルで実行でき、データコンシュー
マーはリアルタイムであらゆる変更が反映されたデータを
即座に利用できます。

さらに、Snowflakeを利用すれば、ETLやFTPのプロセス
に戻りたいと思うことはないはずです。安全なデータシェ
アリング機能により、データを転送することなく、クエリ可
能な形式のデータを即座に入手できるため、共有データを
既存のデータと組み合わせて迅速に分析し、高度なイン
サイトを得ることができ、データコンシューマーのエクスペ
リエンスが劇的に向上します。

Snowflakeは本物のクロスクラウドです。複数のクラウ
ドプロバイダー間や地域間で安全にデータシェアリング
を行い、シームレスで迅速なデータアクセスを実現でき
ます。また、Snowflakeの安全なデータシェアリング機能
は、Snowflakeのアカウントを所有していない企業との
データシェアリングにも利用できる、グローバルで包括的
な機能です。

従来のデータシェアリング方法
の落とし穴
一般的にFTP、クラウドバケット、APIなどのテクノ
ロジーを使用する従来のデータシェアリング方法
とデータ配信方法には、以下のデメリットがありま
す。

•	 両当事者のストレージコスト

•	 両当事者のETLコストと労力

•	 セキュリティの脆弱性

•	 サービスコストとサポートコスト

•	 �レイテンシとエラー発生リスクによる、カスタ
マーエクスペリエンスの悪化

データエクスチェンジの導入を検討し始めたばか
りの企業は、データシェアリングの手段としてAPI
を開発しようと思うかもしれません。しかし、API
は複数のシステムを接続してプロセスを自動化す
るための優れた方法ではありますが、データエク
スチェンジに利用するには以下のようなさまざま
な課題があります。

•	 �APIの開発とメンテナンスのために社内に専門
スキルが必要

•	 �APIの開発とメンテナンスのために人材採用の
労力とコストがかかる

•	 アクセスできるデータの量に限界がある

•	 �データコンシューマーがAPIの使い方を学ぶ必
要がある

•	 �データコンシューマーがデータに対して行える
クエリの種類が限られている

•	 �解決困難なパフォーマンスや品質に関する問題
が生じる

成
功
の
手
引
き
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図1：複数のクラウドプロバイダー間やリージョン間で簡単に利用できる、Snowflakeの安全なデータシェアリング機能
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データエクスチェンジの構築

データシェアリングやデータの収益化を妨げるすべ
ての障壁が永遠になくなったら、と想像してみてくだ
さい。整備され統制された安全な方法で、社内と社
外の両方で大規模にデータを共有、取得できるよう
にし、会社を変革するさまざまな方法について考え
てみましょう。 

その想像の中に、企業がSnowflakeの安全なデータシェ
アリング機能を土台とし、新しい機能的なデータシェアリ
ング方法としてデータエクスチェンジを構築できた理由が
あります。安全なデータシェアリング機能を利用すれば、
それが今すぐに現実のものとなります。

基本的に、データエクスチェンジは、プロバイダーが公開
したデータをコンシューマーが簡単に見つけられる安全な
場所です。コンシューマーは、Snowflakeの安全なデータ
シェアリング機能を利用して、そのデータにアクセスしま
す。データエクスチェンジでは、次のようなことが実行でき
ます。

•	 許可されたユーザーがクエリ可能なライブデータを簡単に
見つけられる、信頼性の高いデータセットの特定

•	 データプロバイダーとデータコンシューマーの招待と管理 

•	 リストの管理と、データコンシューマー向けのさまざまな
パッケージの作成 

•	 データエクスチェンジ全体でのデータの利用状況を表す
指標の追跡と監視

•	 新たなデータサービスの開始とデータの収益化による収
益拡大 

データエクスチェンジを構築することで、データサイロが
解消されます。社内の部門間でのコラボレーションを妨げ
るあらゆる要因が取り除かれ、重要なパートナー、顧客、
ベンダー、サプライヤーとデータを共有するための新たな
道が開けます。Snowflake上にデータエクスチェンジを構
築すると、データを提供、閲覧、アクセス、利用するユー
ザーを完全に管理できます。 

また、データエクスチェンジは、データプロバイダーとな
り、データを収益化して新しい収益源を生み出せる、簡単
で安全な方法でもあります。その逆もまた然りです。デー
タエクスチェンジを利用することで、データコンシューマー
となって、さまざまなデータカテゴリー内のリストを閲覧
し、サードパーティデータを取得して自社のデータと組み
合わせ、新たなインサイトを獲得できます。しかも、他の
ソースからの共有データによって、自身のアカウントのスト
レージを消費することはありません。そのようなデータに
アクセスして利用する際は、単に元のアカウントのデータ
を参照するだけです。

安全なデータシェアリング機能と同様、データエクスチェ
ンジはクロスクラウドであり、複数の地域間で利用できま
す。また、Snowflakeアカウントを所有していない企業と
データを共有してアクセスすることもできます。

安全なデータシェアリング機能
を利用したデータエクスチェン
ジによって、次のことを行えるよ
うになります。
•	 拡張：何十、何百、何千万の企業と安全かつコス
ト効率の高い方法でデータを共有。

•	 ガバナンス：許可されたユーザーがデータにアク
セスできるよう、コストや同時実行性の問題を悪
化させることなく、データを生成、管理する場所
を一元化。

•	 管理：同じデータセットにアクセスする何十、何
百、何千もの企業を思いどおりに管理。

•	 可視化：誰が、どのデータに、どれくらいの頻度
で、どれくらいの時間アクセスしているかを追跡。

•	 発見：データを転送することなく、エコシステム
内の従業員、顧客、ビジネスパートナーなどが自
社の業務で利用できる承認されたキュレート済
みのデータセットを簡単に発見。

•	 収益化：有料のデータアクセスやデータサービ
スに関心のある顧客が特定のデータセットを利
用できるようにし、データからより多くの価値を
引き出すための収益化戦略を構築。

成
功
の
手
引
き
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自社に最適なのはどのような
データエクスチェンジ戦略か？ 

データエクスチェンジによって、企業が事業とエコ
システムを強化するためにデータを取得、利用、収
益化する方法が変わります。どのようなデータエク
スチェンジ戦略が自社に適しているかを判断するに
は、次のことを考える必要があります。

1	 社内のデータサイロの解消、データへのアクセスの管理と
ガバナンス、全体的な運用効率の改善によって、サービス
を市場に投入するまでの時間を短縮することを重視して
いるか

2	 社外のパートナー、ベンダー、顧客、サプライヤーとのコ
ラボレーションを改善して、新たな収益機会を切り開き、
サービスを市場に投入するまでの時間を短縮したいか

3	 既存のデータを補い、高度なアナリティクスと情報に基づ
いた意思決定によってサービスを改善するために、新しい
データソースを求めているか

4	 大規模にデータを共有、収益化して、新しい収益源を生み
出し、利益を増やしたいか

5	 上記のうち、2つ以上が当てはまるか

これらの質問はそれぞれ、以下の5つのデータコラボレー
ション戦略に結びついています。 

1	 社内戦略

2	 企業間戦略

3	 データ調達戦略

4	 データ配信戦略

5	 ハイブリッド戦略

成
功
の
手
引
き
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#1 社内戦略

国内に幅広く展開する企業、多国籍企業、またはグ
ローバル企業であれば、ビジネスユニット、部門、拠
点、関係会社間でのデータシェアリングに苦労する
のは珍しいことではなく、大抵はそもそも一貫した
データ戦略がありません。一貫性よりも緊急性が重
視され、チームや部門ごとに別々のデータストレー
ジソリューションを導入し、差し迫った必要性を満
たします。

このような単発の意思決定が積み重なり、現在のような
データサイロに至っています。その結果、多くの場合、シ
ステムの互換性が失われ、従業員どうしでリアルタイムで
データを共有できなくなり、データに基づいたインサイト
や事業機会の価値と範囲が制限されています。

データサイロの問題に直面している企業には、次のような
兆候が現れます。

•	 さまざまな部門、ビジネスユニット、地域の従業員が、別
のグループや拠点のデータセットへのアクセスを絶えずリ
クエストしている。

•	 そのようなデータアクセスリクエストの処理にかかるコス
トと、リクエストを管理するデータサイエンス部門などの
負荷が増大している。

•	 より多くの従業員やグループが利用するためにアクセス
可能にしなければならない特定のデータセットが、社内に
存在する。

ビジネスの生産性を高め、社内コラボレーションを改善
し、より多くのデータに基づいたインサイトを獲得したい
なら、今こそ、承認された安全なデータを一元的に管理す
る場所を確保するときです。

データエクスチェンジを
構築する目的 社内のデータサイロを解消し、業務効率を高める。

利用方法

•	 データエクスチェンジを構築して、各ビジネスユニットをメンバーとして招待し、
データの公開とアクセスを行えるようにする。

•	 データガバナンスガイドラインを遵守するよう、データ公開ワークフローを作成する。

•	 データセットのリストに関するポリシーを策定する。 

•	 データの利用状況を監視し、データコラボレーションを改善する。

Snowflakeの顧客事例

ある大規模な金融サービスプロバイダーは、データのセキュリティとガバナンスを維持し
ながら、各ビジネスユニットのデータサイエンティストが他部門の承認されたデータセッ
トにアクセスして可視化できるようにしたいと考えていました。現在では、データエクス
チェンジによって、同社のデータサイエンティストは会社が承認したデータを一元的な
保管場所から迅速に取得できるようになり、会社全体の分析機能が強化されました。

成
功
の
手
引
き
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本社 EMEA事業部門

財務データセット

アクセス

公開

品質管理グループ
アクセス

公開

アクセス

公開

気象データセット
（データマーケットプレイスから取得）

事業データセットマーケティングデータセット

財務部門
アクセス

公開

図2：社内データエクスチェンジの例

社内戦略
価値：社内のデータサイロを解消し、業務効率を高める

データエクスチェンジ

成
功
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#2 企業間戦略

現代の企業は、社外のパートナー、サプライヤー、ベ
ンダー、顧客との新次元のコラボレーションが求め
られる世界経済の中で事業を行っています。しかし、
多くの場合、データの管理に対する恐怖心と、複製
データが社外に存在するのを回避したいという思い
が、所有データの封じ込めにつながり、企業間コラ
ボレーションのメリットを得られなくなっています。

今後、競争力を保つことができるのは、成長の促進と生
産性の向上のために社内と社外で情報を共有することの
価値を理解している企業です。データシェアリングには、
コラボレーションを強化し、新たなインサイトの獲得を促
し、取引関係を改善する効果があります。

データエクスチェンジを利用することにより、社内の従業
員が社外の顧客、サプライヤー、ベンダー、パートナーも
データセットを利用できるようにしつつ、自社のデータ（ど
のデータセットを共有するか、誰がアクセスできるか、誰
が公開できるか）をコントロールし、企業間コラボレー
ションを改善することができます。 

企業間データエクスチェンジ戦略が自社に必要かどうか
を判断するためには、以下の質問について考えてみましょ
う。

•	 FTP、電子メール、クラウドストレージなどの方法で、日常
的に他社とデータを共有しているか

•	 自社が現在提供している通常のサービス以外で、データ
へのアクセスのリクエストを顧客やビジネスパートナーか
ら受けることがあるか

•	 ベンダーやビジネスパートナーからデータを受け取る際
に他の部門の時間とリソースが割かれることが、悩みの種
となっているか

•	 さまざまなデータベンダーからサードパーティデータを調
達しており、そのプロセスを合理化、一元化することが自
社にとって有益か

•	 顧客、ベンダー、パートナーなどとの取引関係を構築する
際に、サプライチェーンの効率性と取引関係を改善でき
る、より良いデータフローが必要か

データエクスチェンジを
構築する目的

他社と相互にデータを共有することにより、コラボレーションを 
改善し、収益化の機会を切り開く。

利用方法

•	 データエクスチェンジを構築して他社を招待し、使用するクラウドプロバイダーや地域
を問わず、データの公開、データへのアクセス、またはその両方を行えるようにする。

•	 データ品質ガイドラインとデータ公開ワークフローを作成する。

•	 複数のデータカテゴリーを作成し、簡単にデータを見つけられるようにする。

•	 データの利用状況を監視し、データアクセスを追跡管理する。

Snowflakeの顧客事例

ある多国籍テクノロジー企業は、データエクスチェンジを構築し、部品サプライヤーと滞
りなくデータを共有できるようにしました。これにより、サプライヤーは極めて重要な製
品品質データに即座にアクセスして根本原因分析を行い、不具合を見つけて改善を提案
することができるようになりました。同社は、各ビジネスユニットに結果データが共有さ
れた後、生産計画や販売目標などへの影響を評価します。サプライチェーン全体でデー
タコラボレーションを改善することにより、このテクノロジー企業はデータシェアリング
とデータアナリティクスのコストを削減し、経営効率を高めることができました。
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自社

顧客

パートナー

パートナーのデータセット

アクセス

公開

アクセス

公開

アクセス

公開

顧客のデータセット

自社のデータセット

図3：企業間データエクスチェンジの例

企業間戦略
価値：他社と相互にデータを共有することにより、コラボレーションを改善し、	

収益化の機会を切り開く

データエクスチェンジ
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#3 データ調達戦略

外部データに依存して競争上のメリットを得ている
業界の企業は、唯一無二のデータセットを獲得して
新しいインサイトを生み出すためのより良い方法を
常に模索しています。ヘッジファンドなどの金融サー
ビス企業は、オルタナティブデータを一般的な市場
データと組み合わせることによって、特定の企業が
好調である理由や、自社のポートフォリオに悪影響
を与え得るトレンドを、新たな視点で把握していま
す。しかし、データベンダーが極めて多くの多様な
データソース、ファイル形式、デリバリー方法を使用
していることと、データサイエンティストがデータ変
換に多大な労力を費やす必要があることから、デー
タの量や、データを調達、評価、取得、利用する頻
度が制限されており、言うまでもなく関連費用が増
大しています。

このような企業にとって、統制された方法で大規模に外
部データを調達するためのより良い方法を確立すること
は、継続的に成功を収めるために極めて重要です。独自
のデータエクスチェンジを構築し、データベンダーを招待
して無数のデータセットを中枢ポータルに公開させれば、
データサイエンティストは簡単かつ迅速にデータを評価
し、取得するデータを決定できます。データはすでに自社
のデータエクスチェンジ上にあるため、取得するデータを
決定したら、データウェアハウスから即座にアクセスでき
ます。 

独自のデータエクスチェンジを構築することにより、チー
ムは事前承認済みのクエリ可能なライブデータにアクセ

スできるようになるだけでなく、データの利用状況を追跡
し、どのデータセットとプロバイダーが最も使用されてい
るかを完全に可視化できます。また、セキュリティを確保し
つつ、インサイトを獲得するまでの時間を短縮し、幅広い
データを利用してコラボレーションを改善できます。 

主にデータ調達を合理化するためにデータエクスチェンジ
の導入を検討している企業には、一般的に次のことが当て
はまります。

•	 競争上重要な差別化を図るために、サードパーティデータ
に依存している。

•	 たくさんのデータセラーからデータを調達している。

•	 データの調達、評価、取得プロセスを合理化すれば、大き
な優位性が得られ、データアナリティクスを改善できる。

データエクスチェンジを
構築する目的 外部データの調達を改善し、データ分析のコストを削減する。

利用方法

•	 現在提携しているすべてのデータセラーを洗い出し、自社のデータエクスチェンジに
メンバーとして招待する。

•	 データ承認ワークフローを作成し、データサイエンティストやデータバイヤーが利
用できるようになる前にデータのレビューが行われるようにする。

•	 データリスト内でメタデータとクエリ例を提供し、データアナリストがさまざまな
データセットを迅速に評価できるようにする。

•	 クエリ可能なデータセットを利用して、データアナリストが迅速に決定を下せるよう
にする。

Snowflakeの顧客事例

あるヘッジファンドは、データサイエンティストチームのためにプライベートデータエク
スチェンジを構築しました。同社は毎年、何百社ものベンダーからオルタナティブデー
タを調達することにより、市場トレンドを把握し、どこにお金を投資するべきかを判断
しています。データ調達コストを削減し、データ取得プロセスを合理化するために、同
社はデータエクスチェンジを構築してベンダーのすべてのデータが単一の場所にアップ
ロードされるようにし、データバイヤーとデータサイエンティストが一元化された場所
からデータを評価できるようにしました。さらに、データをクエリ可能な形式にするこ
とで、データの評価と取得のプロセスを短縮しました。これにより、それまでデータへ
のアクセスとデータ変換に要していたコストと労力が削減され、より良い方法でデータ
を評価して、データに基づいた意思決定を行えるようになりました。
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自社
アクセス

データセラーA公開

データセラーB公開

データセラーC公開

データセットB

データセットA

データセットC

図4：データエクスチェンジを利用したデータ調達の例

データ調達戦略
価値：外部データの調達を改善し、データ分析のコストを削減する

データエクスチェンジ
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#4 データ配信戦略

おそらく、他社のデータソースとなっている企業は、
問題への対応に追われることなくデータを提供する
ことに苦労してきました。データカスタマーがデータ
にアクセスできるようにするために、APIを使用した
り、FTPでファイルをコピーしたり、その他の従来の
データシェアリング方法を試したりしたことでしょ
う。しかし、データカスタマーが必要なデータのほ
んの断片しか受け取っていないことも十分認識して
いることと思います。クラウドバケットでさえ、滞りが
あり、スケーラビリティが不十分であるため、うまく
いきません。直接的なデータアクセスを求める顧客
の要望に応えられず、歯がゆい思いをしているので
はないでしょうか？

そんな状況を一変させるのが、データエクスチェンジで
す。共有データのウォールドガーデンを構築し、ホストする
ことで、変換の必要なくライブデータに安全にアクセスで
きるオンラインデータポータルを顧客に提供できます。 

直接的なデータアクセスを実現するだけでなく、データ
フィードをパーソナライズしてカスタマーエクスペリエンス
改善し、顧客維持率を高めることもできます。データの利
用状況を監視、追跡することにより、どのデータセットが
最も利用されているかを確認し、データ商品戦略とデー
タマネタイズ戦略を改善できます。さらに、APIのメンテナ
ンスやFTPの使用が不要になるため、全体的にコストが減
り、利益が増えます。

自社がデータエクスチェンジによって、顧客などの外部組
織がデータにアクセスできるようにする方法を改善でき
るかを判断するためには、以下の質問について考えてみま
しょう。

•	 顧客などのサードパーティから、未加工のデータやきめ細
かいデータへのアクセスを求められているか

•	 そのような企業が簡単かつ安全にデータにアクセスできる
ようにすることが、取引関係の強化、カスタマーエクスペ
リエンスの改善、新しいビジネス機会の開拓につながるか

•	 データの収益化が（少なくとも概念として）自社の事業戦
略の重要な要素となっているか

データエクスチェンジを
構築する目的 他社と大規模にデータを共有し、可能であればデータ資産を収益化する。

利用方法

•	 データエクスチェンジを構築し、顧客などの企業をデータコンシューマーとして招
待する。

•	 さまざまなデータカテゴリーを作成し、簡単にデータを見つけられるようにする。

•	 データセットだけでなく、メタデータや使用例を公開し、提供されるデータの価値
を示す。

•	 ライブデータを公開し、他社が常に最新のデータセットにアクセスできるようにする。

•	 データの利用状況を監視し、最も需要のあるデータセットはどれであるかを把握す
る。

•	 新しいデータ商品を生み出し、収益化する。

Snowflakeの顧客事例

ある教育テクノロジー企業は、顧客にサービスを提供するために安全なデータプラット
フォームを作成しました。同社は、この一元化された場所で、外部に共有したいすべて
のデータを顧客に提供し、各顧客が自社のタイプに合った適切なデータにシームレス
にアクセスできるようにしています。
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データ配信戦略
価値：他社と大規模にデータを共有し、可能であれば	

データ資産を収益化する

データエクスチェンジ

自社 公開

顧客Aアクセス

顧客Bアクセス

顧客C
アクセス

データセット2

データセット1

データセット3

図5：データエクスチェンジを利用したデータ配信の例
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#5 ハイブリッド戦略

複数のタイプのデータコラボレーションに関心の
ある企業は、ハイブリッドソリューションによってメ
リットを得られる可能性があります。結局のところ、
コラボレーションのシナリオを1つだけに限定する
理由はありません。

たとえば、データエクスチェンジアカウントを作成して可
能な限り最適な外部データソースを調達すれば、社内デー
タコラボレーションと企業間データコラボレーションを同
時に推進できます。 

Snowflakeのお客様の多くは、このハイブリッドカテゴ
リーに当てはまります。広い視野で見れば、データエクス
チェンジの新しい世界において、データの公開、アクセス、
利用方法に限界はありません。 
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データエクスチェンジを導入する
準備はできていますか？

どんな企業も、リアルタイムのシームレスなデータ
アクセスによってメリットを得られます。1社の企業
や、さらに良くないことに個別のビジネスユニットが
データを囲い込んでも、小さな世界観が露呈するだ
けです。総合的で影響力のあるデータ分析には、ご
くわずかな企業が所有する幅広く深い情報が必要で
す。 

この世界経済のビジネススピードに対応し、成功を収める
には、企業内および企業間でデータを重視した透明性の
高い関係を育てることを目指す必要があります。

あなたの会社は、データシェアリングをフル活用し、デー
タエクスチェンジを構築する準備はできていますか？デー
タシェアリングを自社に導入し、他社をそのプロセスに巻
き込むために必要なステップを検討するために、以下の質
問をガイドとして活用してください。

現在、どのようなデータを調達しているか。

以下は一例です。

•	 経理部門が使用する信用データ

•	 マーケティング部門が使用する人口統計データや科学技
術データ

•	 生産部門が使用する気象データや交通データ

•	 データサイエンティストが使用するオルタナティブデータ

調達したいデータを調達できていない場合、それはなぜか。

•	 コストが高すぎる

•	 複雑すぎる

•	 リソースがない

•	 どこから入手できるか分からない

既存の取引関係について、

•	 顧客がデータへのアクセスを求めているか

•	 データパイプラインを改善すれば、サプライヤーとの関係
構築に役立つか

•	 自社のデータによってメリットを得られるのは、どのよう
なビジネスパートナーか（また、その逆はどうか）

•	 より簡単かつシンプルに低コストでデータにアクセスでき
るようになったら、どうなるか	

これらの質問は氷山の一角にすぎませんが、企業がデー
タエクスチェンジを導入するために必要な議論を活性化
させるために役立ててください。そうすれば、残る問いは
あと1つだけです。あなたの会社にはどのようなシナリオ
によるデータコラボレーションが最適ですか？
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